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A．研究目的 

 動物実験で証明された HRG 補充療法の有

効性に関する理論的根拠をヒト敗血症でも

得ることが重要である。この目的のために、

ヒト敗血症患者の血漿 HRG を測定し、敗血

症マーカーならびに重篤度・予後判定マーカ

ーとしての意義を検証する必要がある。本研

究では、臨床研究についての倫理審査で承認

を得た後、上記の測定を実施する。同時に、

血漿 HRG を簡便に測定するための ELISA

を開発、確立する。 

 

B．研究方法 

1. ウェスタンブロットによる血漿 HRG の

測定 

 ヒト血漿を 100~500 倍希釈し、その適

当量をSDS-PAGE電気泳動とNC膜に転

写後、特異的抗 HRG 抗体を用いて検出し

た。定量の比較対照としてヒト血漿から

精製した HRG 標品を用いた。 

2. 血漿 HRG 測定のための ELISA の開発 

 抗 HRG ポリクローナル抗体、単クロー

ン抗体、HRG 親和性の高い Ni-NTA を組

み合わせることで、マイクロタイタープ

レートでの HRG 測定系を確立するため

の条件検討を実施した。 

3. 敗血症患者血漿 HRG の測定 

岡山大学病院の ICU に入院する敗血

症患者の血漿 HRG を、臨床研究の倫理審

査委員会で承認された文書による同意を

得た後、ウェスタンブロットあるいは独

自に開発した ELISA で測定した。健常人

対照ならびに外科手術後の患者について

も、同様の手続きを経た後血漿 HRG を測

定した。 

研究要旨 

 血漿 HRG 測定のための ELISA 法を確立した。抗 HRG ウサギポリクローナル抗体を

マイクロタイタープレートに固相化し検体中 HRG を結合した後、HRP 標識した抗 HRG

ラット単クローン抗体で検出した。ELISA 法での測定はウェスタンブロット法での測定

結果とよく相関した。ICU 内の敗血症患者の血漿 HRG 測定を実施し、敗血症患者では

健常人対照の約 25%に低下していることを明らかにした。 
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C．研究結果 

臨床研究倫理審査委員会で承認を得た後、

ICU 内の敗血症患者と外科術後患者の血漿

HRG レベルを測定した。現時点での測定患

者数は、10 人と 10 人である。 

健常人のレベルと比較し、敗血症では約 25%、

外科術後では約 40% の値を示し、いずれも

有意な低下であった。また敗血症患者と外科

術後の患者についても有意差があった。 

 

D．考察 

 ICU 内の敗血症患者の血漿 HRG は、健常

人のレベルと比較すると約 25%にまで低下

していることがわかった。外科術後１日目の

患者血漿では約 40% であった。現時点では

測定患者数が限られているので断定的に結

論はできないが、ヒト敗血症患者においても

本研究で用いたマウス敗血症モデルと同程

度の血漿 HRG 低下が生じている可能性があ

る。このような敗血症患者の血漿 HRG レベ

ルの報告は世界的に初めてのデータである。

ヒト敗血症治療薬として HRG の補充療法を

考える上で重要な根拠となるデータである。 

 

E．結論 

 ヒト敗血症患者の血漿 HRG 測定で、マウ

スで観察された血漿 HRG 低下がヒトでも生

じることを確認した。 
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